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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間(平成27年２月１日～平成27年７月31日)におけるわが国経済は、政府や日本銀行の各種

政策の効果などから企業収益や雇用情勢に改善が見られ、国内景気は、緩やかな回復基調で推移しました。 

しかし、当アパレル業界では、物価上昇懸念や所得改善の動きは見られるものの実質所得の改善には至っていない

こともあり、消費者の節約意識は依然として根強く、個人消費は不透明な状況が続いております。 

 このような状況の中、当社グループは収益基盤の確立を目指し、主力である当社製造卸売事業では利益重視の仕組

の再構築による収益性の向上に取り組んでまいりました。ＳＰＡグループでは㈱ヴェント・インターナショナルの事

業構造の見直しを進め、不採算店舗の退店やブランドの絞込み、本部のスリム化による事業の大幅縮小を進めること

で赤字の削減に取り組んでまいりました。 

 製造卸売グループでは、トップス、ボトム、服飾雑貨を組み合わせた売場提案型のトータル企画が好調に推移した

ことで、専門店向け販売が拡大し、売上高は増加しました。利益面では収益改善の取り組みとして採算性の低い部門

の改廃や商品の見直しを実施したことや、仕入・販売の管理の強化を進めました。また、経費削減では外部出荷の内

製化や中国での物流加工を一層進めたことで物流費の削減が進み、大きく利益が改善しました。以上の結果、売上高

は294億40百万円(前年同期比6.3％増)、営業利益は68百万円(前年同期は10億33百万円の営業損失)となりました。 

 ＳＰＡグループでは、㈱ヴェント・インターナショナルで、不採算店舗の退店を進めたことで売上高は減少しまし

た。一方、収益改善の取り組みとして、ブランドの絞り込みや本部の管理コストの削減が進んだことにより利益改善

が進みました。以上の結果、売上高は42億39百万円(前年同期比15.9％減)、営業損益は６億31百万円の損失(前年同

期は８億41百万円の営業損失)となりました。 

 これらの結果により、当第２四半期連結累計期間の売上高は、売上高は335億86百万円(前年同期比2.7％増)、営業

損益は５億35百万円の損失(前年同期は18億62百万円の営業損失)、経常損益は４億71百万円の損失(前年同期は18億

２百万円の経常損失)、四半期純損益は98百万円の純損失(前年同期は15億80百万円の四半期純損失)となりました。 

 

なお、当社グループは、衣料品事業の単一セグメントでありますので、セグメント別の記載はしておりません。 
 
グループ別、販売チャネル別の売上高は以下のとおりです。

区    分 金額（百万円） 前年同期比（％）

製造卸売 

グループ

量 販 店 12,868 +0.7

専 門 店 12,960 +12.0

無 店 舗 2,702 +12.3

そ の 他 908 △2.5

製造卸売グループ  合 計 29,440 +6.3

ＳＰＡ 

グループ

ヤングＳＰＡ事業
 直 営 店 1,257 △40.5

 そ の 他 629 +40.4

小  計 1,887 △26.3

ミセスＳＰＡ事業
 直 営 店 1,172 △13.5

 そ の 他 1,178 ＋4.9

小  計 2,351 △5.2

ＳＰＡグループ   合 計 4,239 △15.9

グループ      合 計 33,679 ＋2.9

   消      去 △92 ―

   合      計 33,586 ＋2.7
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は297億13百万円となり、前連結会計年度末に比べ37億59百万円の減少とな

りました。

流動資産は196億89百万円となり、前連結会計年度末に比べ37億10百万円の減少となりました。流動資産の減少の

主な要因は、現金及び預金が10億66百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が36億90百万円減少したことにより

ます。

固定資産は100億23百万円となり、前連結会計年度末に比べ48百万円の減少となりました。固定資産の減少の主な

要因は、有形固定資産が62百万円減少したことによります。
 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債は193億76百万円となり、前連結会計年度末に比べ36億25百万円の減少となり

ました。

流動負債は156億39百万円となり、前連結会計年度末に比べ34億53百万円の減少となりました。流動負債の減少の

主な要因は、短期借入金が15億80百万円増加したものの、買掛金が38億26百万円減少したことによります。

固定負債は37億36百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億71百万円の減少となりました。固定負債の減少の主

な要因は、役員退職慰労引当金が４億39百万円減少したことによります。
 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産は103億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億34百万円の減少とな

りました。純資産の減少の主な要因は、利益剰余金が１億34百万円減少したことによります。

 

（キャッシュ・フローの状況）

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

11億85百万円増加し、37億59百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果使用した資金は、11億87百万円(前年同期は使用した資金36億67百万円)となりました。これは、税

金等調整前四半期純損失が74百万円(前年同期は税金等調整前四半期純損失18億71百万円)となり、売上債権の減少が

32億74百万円(前年同期は29億23百万円の減少)となったものの、仕入債務の減少が38億28百万円(前年同期は62億７

百万円の減少）となったこと等によるものであります。
 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果得られた資金は、９億８百万円(前年同期は使用した資金76百万円)となりました。これは、投資有

価証券の売却による収入が９億40百万円となったこと等によるものであります。
 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は、14億56百万円(前年同期は得られた資金20億34百万円)となりました。これは、短

期借入金の増加が15億80百万円(前年同期は23億円の増加)となったこと等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年１月期通期の業績予想につきましては、平成27年９月３日に公表いたしました業績予想から変更はござい

ません。 
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（４）継続企業の前提に関する重要事象等に関する説明

 当社グループは、継続して営業損失を計上しており、また、営業活動によるキャッシュ・フローも継続してマイナ

スとなっておりますことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象又は状況が存在していると認識してお

ります。

 当社グループは、このような状況を早期に解消するため、グループの中核である製造卸売事業の収益基盤の確立と

連結子会社㈱ヴェント・インターナショナルの事業の大幅縮小により収益の改善を進めております。当社製造卸売事

業では、部門別の採算管理に加え、仕入・在庫・販売を部門横断して統括管理することで収益の改善を進めておりま

す。また、既存販路に対してメンズや服飾雑貨を拡充し販売拡大に努めると同時に、専門店、百貨店等の量販店以外

の販路を開拓してまいりました。㈱ヴェント・インターナショナルでは、ブランドの絞込みや不採算店舗の退店、本

部のスリム化等で収益改善を図ってまいりました。

 以上の対応策により、当第２四半期連結会計期間末においては、大幅な収益の改善が見られることに加え、十分な

純資産残高から財務体質基盤は堅固であるため、継続企業の前提に関する不確実性は認められないものと判断してお

ります。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

  （退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、割引率の決定方法を退職給付の支払見込期間及び支払見込期間

ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 なお、この変更に伴う期首の退職給付に係る負債及び利益剰余金並びに当第２四半期連結累計期間の損益に与え

る影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年１月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年７月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,940 4,006 

受取手形及び売掛金 13,892 10,201 

電子記録債権 1,286 1,703 

商品 3,337 2,409 

貯蔵品 17 18 

その他 1,929 1,352 

貸倒引当金 △2 △2 

流動資産合計 23,400 19,689 

固定資産    

有形固定資産 4,597 4,535 

無形固定資産 157 165 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,344 4,394 

その他 972 927 

投資その他の資産合計 5,316 5,321 

固定資産合計 10,072 10,023 

資産合計 33,472 29,713 

負債の部    

流動負債    

買掛金 12,644 8,817 

短期借入金 3,000 4,580 

1年内返済予定の長期借入金 430 405 

未払法人税等 31 23 

賞与引当金 94 117 

返品調整引当金 87 40 

ポイント引当金 28 22 

事業整理損失引当金 － 27 

その他 2,777 1,605 

流動負債合計 19,093 15,639 

固定負債    

長期借入金 1,575 1,513 

退職給付に係る負債 1,059 1,016 

役員退職慰労引当金 439 － 

その他 834 1,206 

固定負債合計 3,908 3,736 

負債合計 23,001 19,376 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年１月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年７月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,944 1,944 

資本剰余金 2,007 2,007 

利益剰余金 4,908 4,773 

自己株式 △532 △532 

株主資本合計 8,328 8,193 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,154 1,525 

繰延ヘッジ損益 952 569 

為替換算調整勘定 62 69 

退職給付に係る調整累計額 △26 △21 

その他の包括利益累計額合計 2,143 2,143 

純資産合計 10,471 10,337 

負債純資産合計 33,472 29,713 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年２月１日 

 至 平成26年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年２月１日 
 至 平成27年７月31日) 

売上高 32,690 33,586 

売上原価 26,225 26,521 

売上総利益 6,464 7,065 

返品調整引当金戻入額 62 87 

返品調整引当金繰入額 44 40 

差引売上総利益 6,483 7,112 

販売費及び一般管理費 8,345 7,647 

営業損失（△） △1,862 △535 

営業外収益    

受取利息 5 5 

受取配当金 54 51 

受取家賃 35 29 

その他 22 13 

営業外収益合計 117 100 

営業外費用    

支払利息 15 16 

賃貸収入原価 25 17 

その他 17 2 

営業外費用合計 57 36 

経常損失（△） △1,802 △471 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 522 

その他 － 19 

特別利益合計 － 542 

特別損失    

減損損失 68 45 

事業整理損失引当金繰入額 － 27 

事業整理損 － 60 

その他 － 11 

特別損失合計 68 145 

税金等調整前四半期純損失（△） △1,871 △74 

法人税、住民税及び事業税 19 22 

法人税等調整額 △310 1 

法人税等合計 △291 23 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,580 △98 

四半期純損失（△） △1,580 △98 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年２月１日 

 至 平成26年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年２月１日 
 至 平成27年７月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,580 △98 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 25 371 

繰延ヘッジ損益 △137 △382 

為替換算調整勘定 △17 7 

退職給付に係る調整額 － 4 

その他の包括利益合計 △130 0 

四半期包括利益 △1,710 △97 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,710 △97 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年２月１日 

 至 平成26年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年２月１日 
 至 平成27年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △1,871 △74 

減価償却費 168 116 

減損損失 68 45 

受取利息及び受取配当金 △59 △57 

支払利息 15 16 

投資有価証券売却損益（△は益） - △520 

売上債権の増減額（△は増加） 2,923 3,274 

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,166 927 

仕入債務の増減額（△は減少） △6,207 △3,828 

その他 105 △1,112 

小計 △3,689 △1,213 

利息及び配当金の受取額 56 55 

利息の支払額 △14 △16 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △19 △12 

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,667 △1,187 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 - 100 

有形固定資産の取得による支出 △69 △64 

有形固定資産の売却による収入 - 44 

投資有価証券の売却による収入 - 940 

差入保証金の回収による収入 127 100 

その他 △134 △213 

投資活動によるキャッシュ・フロー △76 908 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,300 1,580 

長期借入れによる収入 - 150 

長期借入金の返済による支出 △192 △236 

配当金の支払額 △73 △36 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,034 1,456 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15 8 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,724 1,185 

現金及び現金同等物の期首残高 4,256 2,573 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,532 3,759 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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